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蒲
生
地
区
の
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」

加
藤
幸
一

雄
山
閣
発
行
の
「
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
」
を
も
と
に
作
成
し
た
。

（

）
内
の
文
字
及
び
※
の
文
章
は
、
加
藤
が
加
筆
し
た
。

○
蒲
生

が

も

う

村

※
こ
こ
は
八
条
領
に
属
す
る
。

蒲
生
村
は
江
戸
よ
り
五
理
の
行
程
な
り
、
家
数
二
百
十
七
、
東
西
十
五
町

ち
ょ
う

半
、
南
北
二
十
一
町
余

あ
ま
り

、

四
隣

し

り

ん

、
東
は
伊
原

い

は

ら

村
、
西
は
大
間
野

お

お

ま

の

村
、
北
は
瓦

か
わ
ら

曽
根

そ

ね

村
、
南
は
新
綾
瀬
川
を
隔
て
ゝ
足
立
郡
金き

ん

右え

衛
門

も

ん

新
田
な
り
、
用
水
は
隣
村

り
ん
そ
ん

瓦
曽
根
村
の
溜た

め

井い

よ
り
引
用

ひ
き
も
ち

ゆ
、
御
入
国
（
「
八
朔

は
っ
さ
く

の
お
打
ち
入
り
」
天
正
十
八

年
八
月
一
日
、
一
五
九
〇
年
）
の
後
、
御
料
所
な
り
し
が
、
慶
長
年
中
（
一
五
九
六
～
一
六
一
四
）
村
内
を

二
分
し
て
、
東
の
方か

た

を
松
平
伊
豆

い

ず

守
の
か
み

に
賜た

ま

はわ

り
、
其そ

の

後
、
天
和

て

ん

な

年
中
（
一
六
八
一
～
八
三
）
堀
田
備
中

び
っ
ち
ゅ
う

守
の
か
み

に
替
へえ

賜
ひい

し
が
、
元
禄
の
頃
、（
幕
府
に
）
上あ

が

り
て
御
料
所

ご
り
ょ
う
し
ょ

と
な
れ
り
、
検
地
は
寛
永
四
年
（
一
六
二
七
）

伊
奈
半
十
郎
、
東

ひ
が
し

分
を
糾た

だ

し
（
改
め
直
し
）
、
西
分
は
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
酒
井
河か

内わ
ち

守
の
か
み

改
め
り
、

其そ
の

後
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
野
村
彦
右
衛
門
・
川
西
吉き

ち

次
郎

じ

ろ

う

等
一
村
の
検
地
あ
り
し
と
云い

う

、
当
所
に
日

光
道
中
の
往
還
あ
り
、
南
の
方か

た

、
足
立
郡
金
右
衛
門
新
田
よ
り
北
の
方
、
瓦

か
わ
ら

曽
根

そ

ね

村
に
達
せ
り
、

高
札
場

こ
う
さ
つ
ば

村
の
東
に
あ
り
、

※
「
蒲
生
は
、
足
立
郡
と
境
す
る
古
綾
瀬
（
寛
永
年
間
に
改
修
さ
れ
る
以
前
の
綾
瀬
川
本
流
）
沿
い
の
集
落
で
、

蒲
（
が
ま
）
な
ど
の
水
辺
の
草
が
多
く
生
え
て
い
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
地
名
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
元

禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
日
光
道
を
結
城
に
向
か
っ
て
旅
し
た
（
筆
者
加
筆
・
結
城
藩
の
家
老
）
水
野
長
福
が

残
し
た
旅
行
記
『
結
城
使
行
』
に
よ
る
と
、
長
福
が
綾
瀬
川
の
土
橋
（
筆
者
加
筆
・
現
在
の
蒲
生
大
橋
）
を
渡

っ
て
蒲
生
村
に
さ
し
か
か
っ
た
所
で
、
村
人
に
地
名
を
尋
ね
て
み
た
と
こ
ろ
、
『
蒲
生
』
と
唱
え
る
者
や
『
加

茂
』
と
唱
え
る
者
、
さ
ら
に
は
『
蒲
生
』
と
『
加
茂
』
は
村
の
中
の
地
名
で
あ
る
と
い
う
者
ま
で
い
て
（
略
）」

「
蒲
生
近
隣
の
古
老
の
中
に
は
『
加
茂
』
と
唱
え
る
人
も
い
て
」（「
ふ
る
さ
と
蒲
生
の
歴
史
も
の
が
た
り[

上]

」）

※
私
見
で
は
あ
る
が
、
「
蒲
生
」
（
が
も
う
、
が
も
）
は
濁
点
を
嫌
っ
て
「
加
茂
」（
か
も
）
と
も
呼
ん
で
い
た
と

思
わ
れ
る
。（
加
藤
）
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小
名

こ

な

下し
も

茶
屋

こ
ゝ
に
一
里
塚
あ
り
、
塚
上
に
杉
樹
を
植
へえ

、

傍
か
た
わ
ら

に
愛
宕

あ

た

ご

社
あ
り

※
江
戸
時
代
は
小
名
、
明
治
に
な
る
と
字
（
あ
ざ
）
と
呼
ぶ
。
な
お
、
一
里
塚
は
元
々
道
路
の
両
側

に
あ
っ
た
と
推
定
。
現
在
地
元
で
「
一
里
山
」
と
呼
ば
れ
た
愛
宕
社
が
あ
る
方
の
み
残
っ
て
い
る
。

上か
み

茶
屋

奉
行
地

ぶ

ぎ

ょ
う

ち

道ど
う

沼ぬ
ま

西

東

※
上
茶
屋
・
下
茶
屋
・
・
日
光
街
道
の
う
ち
日
光
方
面
が
上
茶
屋
（
現
・
蒲
生
一
丁
目
）、

江
戸
方
面
が
下
茶
屋
（
現
・
愛
宕
町
）
。

奉
行
地
（
蒲
生
二
、
三
丁
目
）・
・「
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
起
こ
っ
た
土
地
争
い
か
ら
、

（
略
）
奉
行
が
当
地
（
茶
屋
通
り
か
ら
大
相
模
に
通
じ
る
道
の
入
口
近
く
）
に
陣
屋
を
設
け

た
こ
と
か
ら
、
以
後
、
奉
行
地
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
」（「
ふ
る

さ
と
蒲
生
の
歴
史
も
の
が
た
り[

上]

」
一
二
頁
）
し
か
し
な
が
ら
、
⒒
頁
に
掲
載
し
た
石
仏
に
よ
る

と
、
「
奉
行
地
」
の
名
称
は
、
江
戸
時
代
初
期
に
す
で
に
あ
り
、
こ
の
説
は
誤
り
で
あ
る
。

道
沼
（
現
・
蒲
生
南
町
）・
・
道
沼
は
、
江
戸
初
期
は
「
堂
の
間
」（
ど
う
の
ま
）
と
呼
ば
れ
た

と
推
定
（
十
一
頁
参
照
）
で
き
る
。

古
道
は
、
出
羽
橋
（
出
羽
堀
に
架
か
る
現
・
蒲
生
橋
）
か
ら
東
に
進
む
土
手
道
で
、
土
手

道
の
南
側
一
帯
は
古
綾
瀬
川
の
河
川
敷
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
途
中
か
ら
北
北
東
に
向

か
い
伊
原
新
田
の
鎮
守
八
幡
社
に
向
か
っ
た
。（
以
上
、
加
藤
）

明治１３年測量の迅速図

をもとに筆者作成
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西
・
東
組
・
・「
西
組
（
現
・
西
町
一
、
二
丁
目
）
は
、
日
光
道
の
西
側
で
幕
府
領
、
東
組
（
蒲

生
本
町
）
は
、
日
光
道
の
東
側
に
位
置
し
、
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
以
前
は
、
松
平
領
、

次
い
で
堀
田
領
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
元
禄
十
一
年

以
降
、
西
組
・
東
組
と
も
、
幕
府
領
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
百
年
近
く
一
村
が
二
分
さ
れ
、

名
主
も
二
人
（
筆
者
註
・
東
組
は
大
熊
家
、
西
組
は
中
野
家
）
と
い
う
変
則
的
な
土
地
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
」（「
ふ
る
さ
と
蒲
生
の
歴
史
も
の
が
た
り[

上]

」
一
二
頁
）

古ふ
る

綾
瀬
川

川
幅
二
間
程

○
新し

ん

綾
瀬
川

村
の
西
南
を
流
る
、
川
幅
十
二
間
よ
り
十
四
五
間
に
至
る
、
川
に
添そ

い

て

堤
つ
つ
み

あ
り
、

※
古
綾
瀬
川
は
、
綾
瀬
川
に
並
行
に
新
川
町
、
七
左
町
、
大
間
野
町
を
流
れ
る
現
在
の
新
川
を

さ
す
。
新
綾
瀬
川
は
、
現
在
の
綾
瀬
川
で
あ
る
。

土
橋

ど

ば

し

二
ヶ
所

一
は
新
綾
瀬
川
に
架
す
、
長
さ
十
一
間
、
一
は
長
さ
六
間
、
悪
水
堀
に
架
せ
り
、

※
新
綾
瀬
川
に
架
か
る
土
橋
は
現
在
の
蒲
生
大
橋
、
も
う
一
つ
の
土
橋
は
出
羽
堀
に
架
か
る

出
羽
橋
（
現
・
蒲
生
橋
）
と
推
定
で
き
る
。

久ひ
さ

伊
豆

い

ず

社し
ゃ

三
宇う

一
は
光
明
院
持も

ち

に
て
村
の
鎮
守
な
り
、
応
永
年
中
（
一
三
九
四
～
一
四
二
七
）
の
鎮
座
と

云い
う

、
一
は
清
蔵

せ
い
ぞ
う

院い
ん

持も
ち

、
一
は
村
民
の
持も

ち

な
り
、

※
清
蔵
院
そ
ば
の
新
旧
日
光
街
道
の
合
流
地
点
近
く
の
久
伊
豆
社
は
清
蔵
院
持
ち
、
綾
瀬

川
そ
ば
に
あ
る
村
の
鎮
守
・
久
伊
豆
社
は
光
明
院
持
ち
で
あ
る
。
そ
の
西
方
、
東
武
鉄

道
の
そ
ば
に
あ
る
久
伊
豆
社
は
蒲
生
西
組
の
村
民
の
持
ち
で
、
地
元
で
は
鎮
守
よ
り

下
位
な
の
で
「
小
鎮
（
し
ょ
う
ち
ん
）
様
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

○
神
明
社

し
ん
め
い
し
ゃ

清
蔵
院
持
、
下し

た

二
社
（
末
社
・
牛
頭
天
王
）
同
じ
（
清
蔵
院
持
）
、

末
社

牛
頭

ご

ず

天
王

て
ん
の
う

熊
野
三
社

さ
ん
じ
ゃ

権
現

ご
ん
げ
ん

疱
瘡

ほ
う
そ
う

神が
み

稲
荷

い

な

り

※
神
明
社
は
蒲
生
村
の
名
主
、
大
熊
仁に

兵
衛

へ

え

家
（
蒲
生
一
丁
目
二
番
地
、
屋
号
は
「
街
道

け
え
ど
う

」、
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現
在
は
住
宅
地
化
）
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
地
元
で
は
「
お
神
明

し
ん
め
い

（
お
し
め
）
様
」

と
呼
ば
れ
た
。

※
「
末
社
、
牛
頭
天
王
、
祭
神
須
佐
之
男
命
、
祭
日
七
月
十
五
日
、
宵
宮
十
四
日
、
地
元

で
は
天
王
様
と
称
し
、
か
つ
て
は
笛
、
太
鼓
の
囃
子
で
神
楽
が
奉
納
さ
れ
た
。
ま
た
、

若
者
、
子
供
等
に
よ
っ
て
、
神
輿
が
担
が
れ
、
夜
店
な
ど
も
出
て
大
い
に
賑
わ
っ
た
。」

（「
ふ
る
さ
と
蒲
生
の
歴
史
も
の
が
た
り[

上]

」
二
九
頁
）

○
天て

ん

神じ
ん

社
※
蒲
生
本
町
公
会
堂
の
地
に
あ
る
。
「
武
蔵
国
郡
村
誌
」
に
よ
る
と
、
永
禄
二
年
（
一
五

五
九
）
に
で
き
た
と
さ
れ
、
江
戸
時
代
以
前
に
で
き
た
古
い
神
社
で
あ
る
。

○
稲
荷

い

な

り

社
※
蒲
生
三
丁
目
の
小
名
が
奉
行
地
に
あ
る
稲
荷
社
を
さ
す
の
で
あ
ろ
う
。
稲
荷
社
そ
ば
に

茶
の
木
が
見
ら
れ
た
の
で
俗
称
「
茶
稲
荷
」
と
呼
ば
れ
た
。

な
お
、
他
に
も
道
沼
の
地
の
南
町
三
丁
目
の
一
四
の
北
東
角
地
、
古
綾
瀬
川
沿
い
に

稲
荷
社
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
南
町
二
丁
目
一
一
の
五
の
中
野
孝
家
敷
地
内
に
移
転

さ
れ
て
い
る
。

○
山さ

ん

王の
う

社

地
蔵
院
の
持も

ち

、
下
（
八
幡
社
）
同
じ
（
地
蔵
院
の
持
）、

※
蒲
生
西
町
一
丁
目
八
番
地
に
地
元
で
「
山
王
耕
地
」
と
呼
ば
れ
た
地
が
あ
る
。
山
王
社

が
か
つ
て
あ
っ
た
所
で
あ
る
。

荒
神

こ
う
じ
ん

社
※
「
当
社
は
、
祭
神
垣
山

か
き
や
ま

姫ひ
め

命
の
み
こ
と

、
祭
日
十
一
月
三
十
日
、
か
つ
て
は
二
十
七
坪
を

有
す
る
社
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
蒲
生
西
町
二
丁
目
の
高
橋
家
屋
敷
の
一
画
に

祀
ら
れ
て
い
る
。
」（「
ふ
る
さ
と
蒲
生
の
歴
史
も
の
が
た
り[

上]

」
三
〇
頁
）

高
橋
家
（
蒲
生
西
町
二
丁
目
六
の
七
）
は
屋
号
が
「
荒
神
山
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

○
八は

ち

幡ま
ん

社

光
明
院
の
持
、

※
道
沼
に
あ
る
八
幡
神
社
の
こ
と
で
あ
る
。

第
六
天
社

だ
い
ろ
く
て
ん
し
ゃ

村
の
持
、

※
「
当
社
は
か
つ
て
蒲
生
西
町
一
丁
目
（
筆
者
加
筆
・
六
の
二
二
）、
浅
見
家
の
（
筆

者
加
筆
・
北
東
の
）
道
路
脇
に
造
立
さ
れ
て
い
た
が
、
道
路
改
修
の
た
め
、
社
が
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同
家
屋
敷
内
に
入
り
、
現
在
は
浅
見
家
に
よ
っ
て
守
護
さ
れ
て
い
る
。
道
路
よ
り

社
に
上
が
る
昔
の
石
段
が
今
で
も
残
っ
て
い
る
。
」（「
ふ
る
さ
と
蒲
生
の
歴
史
も
の

が
た
り[

上]

」
三
一
頁
）

清
蔵
院

せ
い
ぞ
う
い
ん

新
義
真
言
宗
、
足
立
郡
原
村
密
蔵
院
末ま

つ

、
慈じ

眼げ
ん

山
と
号
す
、
本
尊
は
十
一
面
観
音
な
り
、
開
山

か
い
さ
ん

祐
範

寂
じ
ゃ
く

年ね
ん

を
伝
へえ

ず
、
中

興

ち
ゅ
う
こ
う

僧そ
う

永
智

え

い

ち

、
明
暦

め
い
れ
き

四
年
（
一
六
五
八
）
三
月
二
十
一
日

寂
じ
ゃ
く

す
、

表

門

お
も
て
も
ん

龍
獅
子

し

し

・
獏ば

く

の
彫ほ

り

も
の
あ
り
、
古
色
に
見
ゆ
、
左
甚
五
郎
彫
り
し
も
の
な
り
と
云い

う

、

鐘

楼

し
ょ
う
ろ
う

鐘
は
元
文
四
年
（
一
七
三
九
）
の
銘
あ
り
、

閻
魔
堂

え
ん
ま
ど
う

弁
天
社

べ
ん
て
ん
し
ゃ

※
「
当
院
は
『
郡
村
誌
』
に
よ
る
と
、
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
の
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
が
文
化
三
年

（
一
八
〇
六
）
に
本
堂
は
焼
失
し
て
い
る
。
幸
い
山
門
は
焼
失
を
免
れ
た
。
屋
根
の
改
修
工
事
の
際

に
棟
札
が
発
見
さ
れ
、
寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
関
西
の
工
匠
に
よ
る
建
立
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。」

（「
ふ
る
さ
と
蒲
生
の
歴
史
も
の
が
た
り[

上]

」
一
六
頁
）

○
光
明
院

こ
う
み
ょ
う
い
ん

同
宗
（
新
義
真
言
宗
）
別
府

べ

っ

ぷ

村
慈じ

眼
寺

げ

ん

じ

（
現
・
金
剛
寺
）
末ま

つ

、
遍
照
山

へ
ん
じ
ょ
う
さ
ん

と
号
す
、

本
尊
弥
陀
、
開
山

か
い
さ
ん

栄
善

寂
じ
ゃ
く

年ね
ん

を
伝
へえ

ず
、

古
い
に
し
え

は
庵
室

あ
ん
し
つ

な
り
し
が
、
こ
の
僧
弘こ

う

治じ

二
年
（
一
五
五
六
）
に
興こ

う

立
り
ゅ
う

す
と
云
へえ

り
、

※
興
立
と
は
、
物
事
を
さ
か
ん
に
す
る
こ
と
。

○
地
蔵
院

じ
ぞ
う
い
ん

同
末ま

つ

、
摩ま

尼に

山
と
号
す
、
本
尊
地
蔵
を
安
ず
、
中

興

ち
ゅ
う
こ
う

宥ゆ
う

敞
し
ょ
う

、
享
保
十
年

（
一
七
二
五
）
示
寂

じ
じ
ゃ
く

せ
り
、

地
蔵
二
宇

一
ひ
と
つ

は
六
角
堂
に
て
、
六
地
蔵
を
置お

け
り
、

※
地
蔵
院
は
蒲
生
村
西
組
名
主
の
中
野
家
が
開
基
し
た
寺
院
と
伝
わ
り
、
境
内
に
は

現
在
も
六
角
堂
の
地
蔵
堂
が
あ
る
。

※
地
蔵
二
宇
の
う
ち
、
も
う
一
つ
の
一
宇
と
は
「
北
向
き
地
蔵
と
称
さ
れ
る
、
享
和
二



6

年
（
一
八
〇
二
）
銘
の
地
蔵
坐
像
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
」（「
ふ
る
さ
と
蒲
生
の

歴
史
も
の
が
た
り[

上]

」
一
九
頁
）

褒ほ
う

善
者

ぜ
ん
し
ゃ

仁に

兵
衛

へ

え

今
、
村
の
名
主
を

勤
つ
と
む

る
仁
兵
衛
な
る
も
の
ゝ
曽
祖
父
に
し
て
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）

十
一
月
六
日
死
す
、
此
者
享
保
年
中
（
一
七
一
六
～
三
五
）
関
東
洪
水
の
時
、
多
く
の
窮
民
を

救
ひい

し
に
よ
り
、
伊
奈
半
左
衛
門
公
へ
聞き

こ

へえ

上
げ
、
白
銀

は
く
ぎ
ん

三
枚
を
賜
ふう

、
且
、
先
祖
の
所
持
せ

し
も
の
と
て
鎗や

り

一
筋
、
短
刀
一ひ

と

腰こ
し

、
宇
多

う

た

国
宗

く
に
む
ね

の
銘
あ
り
、
貞
宗

さ
だ
む
ね

の
刀
一
腰
、
長
さ
二
尺
三
寸

さ
ん
ず
ん

余
あ
ま
り

、
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
、
本
阿
弥
の
極
め
（
め
き
き
）
あ
り
、
以
上
の
三
品

み

し

な

を
蔵
す
、

〇
登
戸

ノ
ボ
リ
ド

村

※
こ
こ
は
八
条
領
に
属
す
る
。

登
戸

の
ぼ
り
と

村
は
江
戸
よ
り
の
行
程
五
里
余

あ
ま
り

、
民
家
四
十
六
、
東
は
伊
原

い

は

ら

・
蒲
生

が

も

う

の
二
村
、
南
は
蒲
生

が

も

う

村
、
西

も
同
村
（
蒲
生
）
と
七
左
衛
門
と
の
両
村
に
て
、
北
は
西
方

に
し
か
た

村
な
り
、
東
西
十
町
、
南
北
五
町
は
ど
、
用
水

は
瓦

か
わ
ら

曽
根

そ

ね

村
の
溜た

め

井い

よ
り
引ひ

き

来
れ
り
、
御
入
国
（
天て

ん

正
し
ょ
う

十
八
年
、
一
五
九
〇
）
以
来
は
御
料
所

ご
り
ょ
う
し
ょ

に
し
て
、

今
に
御
代
官
所
な
り
、
検
地
は
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
、
酒
井
河
内

か

わ

ち

守
の
か
み

糺た
だ

せ
り
（
改
め
直
す
）
、
又
享
保

き
ょ
う
ほ
う

北向き地蔵
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十
八
年
（
一
七
三
三
）
、
新
田

し
ん
で
ん

を
開
き
、
筧

か
け
い

播
磨

は

り

ま

守
の
か
み

検
（
検
地
）
し
て
貢
数
を
定
む
、
日
光
街
道
少
し
く

村
端
に
か
ゝ
れ
り
（
村
の
西
端

に
し
は
し

の
一
部
が
日
光
街
道
に
か
か
っ
て
い
る
）
、

※
「
登
戸
村
」
の
「
登
戸
」
の
読
み
方
に
、
現
代
の
呼
び
方
「
の
ぼ
り
と
」
と
は
違
っ
て
、
「
ノ
ボ
リ
ド
」

と
振
り
仮
名
が
ふ
ら
れ
、
最
後
尾
は
「
ド
」
と
濁
音
と
な
っ
て
い
る
。

※
「
大
き
な
川
、
あ
る
い
は
沼
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
『
登
津
戸
』
（
ノ
ボ
ッ
ト
）
と
呼
ば
れ
、
舟
着
き
場
、

あ
る
い
は
、
渡
し
場
の
あ
っ
た
里
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。『
津
』
は
舟
の
着
く
所
、『
戸
』
は
里
を
意
味
す

る
。
一
説
に
は
、
越
ヶ
谷
宿
か
ら
江
戸
へ
登
る
戸
口
（
略
）」（「
ふ
る
さ
と
蒲
生
の
歴
史
も
の
が
た
り[

上]

」)

高
札
場

こ
う
さ
つ
ば

巽
た
つ
み

の
方か

た

に
あ
り
、

稲
荷
社

い
な
り
し
ゃ

村
の
鎮
守

ち
ん
じ
ゅ

に
て
村
民
持も

ち

、
下し

た

五
社
（
稲
荷
社
三
宇
・
八
幡
社
・
天
神
社
）
も
持も

ち

同
じ
（
村
民
持
）
、

○
稲
荷

い

な

り

社し
ゃ

三
宇う

○
八は

ち

幡
社

ま
ん
し
ゃ

※
「『
枯
損
木
伐
採
許
可
願
』
に
よ
る
と
、
社
は
（
筆
者
加
筆
・
村
の
鎮
守
の
）
稲
荷
社
参
道

鳥
居
の
左
手
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
」（「
ふ
る
さ
と
蒲
生
の
歴
史
も
の
が
た
り[

上]

」）

〇
天
神

て
ん
じ
ん

社し
ゃ

※
「
か
つ
て
は
境
内
も
、
も
っ
と
広
く
、
登
戸
四
十
三
戸
の
氏
神
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は

早
山
家
の
屋
敷
の
一
部
に
再
建
さ
れ
て
い
る
。
享
保
八
年
銘
の
札
、
道
真
公
の
座
像
が

安
置
さ
れ
て
い
る
。
」（「
ふ
る
さ
と
蒲
生
の
歴
史
も
の
が
た
り[

上]

」
三
三
頁
）

「
ふ
る
さ
と
蒲
生
の
歴
史
も
の
が
た
り[

上]

」
八
二
頁
の
地
図
に
か
つ
て
の
天
神
社
の
場
所
が
掲
載
。

報
土
院

ほ
う
ど
い
ん

浄
土
宗
、
越
ヶ
谷

こ

し

が

や

宿
じ
ゅ
く

天
嶽
寺
の
末ま

つ

、
報ほ

う

身
山

し
ん
さ
ん

広
西
寺
（「
極
楽
寺

ご
く
ら
く
じ

」
の
誤
り
か
）
と
云い

う

、
本
尊

阿
弥
陀
、
中
興
開
山

ち
ゅ
う
こ
う
か
い
さ
ん

聞
秀
善
教
、
天て

ん

正
し
ょ
う

十
年
（
一
五
八
二
）
十
月
十
五
日
示じ

寂
じ
ゃ
く

す
、

※
住
職
に
よ
る
と
「
報
身
山
極
楽
寺
」
と
称
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

鐘

楼

し
ょ
う
ろ
う

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
再

鋳
ち
ゅ
う

の
鐘か

ね

を
か
（
懸
）
け
り
、

○

庵
い
お
り

二
宇う

共
に
阿
弥
陀
（
「
薬
師
、
地
蔵
」
の
誤
り
か
）
を
安
ず
、
村
民
の
持も

ち

な
り
、

※
「
境
内
右
手
に
薬
師
堂
、
境
内
の
外
、
山
門
左
手
に
地
蔵
堂
が
造
立
さ
れ
て
い
る
。
寺
の

記
録
に
よ
る
と
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
、
八
世
随
世
の
と
き
、
六
間
四
面
の
本
堂
が
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再
建
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
本
堂
は
、
屋
根
の
葺
き
替
え
な
ど
の
修
繕
は
あ
っ
た
が
当
時

の
建
物
で
あ
る
。
」（「
ふ
る
さ
と
蒲
生
の
歴
史
も
の
が
た
り[

上]

」
二
〇
頁
）

○
瓦

か
わ
ら

曽
根

そ

ね

村

※
こ
こ
は
八
条
領
に
属
す
る
。

瓦
曽
根
村
は
江
戸
よ
り
行
程
凡

お
よ
そ

六
里
、
民
戸
百
五
、
東
は
西
方

に
し
か
た

村
、
南
は
登
戸

の
ぼ
り
と

村
、
西
は
越
ヶ
谷
宿
、

北
は
小
林

こ
ば
や
し

村
な
り
、
東
西
へ
凡

お
よ
そ

八
町
、
南
北
十
町
許

ば
か
り

、
日
光
道
中

ど
う
ち
ゅ
う

村
内
を
貫
く
、
相あ

い

伝
ふう

、
当
村
は
古

い
に
し

へえ

浅
見
大
学
・
須
賀
大
炊

お

お

い

介
の
す
け

・
同ど

う

（
須
賀
）
雅
楽
之
助
・
同
玄
蕃

げ

ん

ば

・
同
将
監

し
ょ
う
げ
ん

な
ど
い
へえ

る
も
の
来
て
開
発

せ
し
と
云い

う

、
御
打
入

お

う

ち
い

り

（
天て

ん

正
し
ょ
う

十
八
年
、
一
五
九
〇
の
家
康
の
関
東
御
入
国
）
の
時
よ
り
御
料
所
に
し
て
、

今
も
御
代
官
支
配
す
、
検
地
は
前
村
（
登
戸
村
）
と
同
じ
く
元
禄
の
度
（
元
禄
十
年
）
糾

た
だ
し

あ
り
、
其そ

の

後
、

寛か
ん

延え
ん

二
年
（
一
七
四
九
）
新
田
の
検
地
は
、
吉
田
源
之
助

げ

ん

の
す

け

・
稲
村

い
な
む
ら

勘
右
衛
門

か

ん

え

も

ん

等
糾た

だ

せ
り
、

※
「
瓦
曽
根
」
の
『
瓦
』
と
は
、
元
荒
川
の
「
河
原
」
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

高
札
場

こ
う
さ
つ
ば

村
の
中
程
に
あ
り
、

小
名

こ

な

本
村

後
谷

野
尻

木
ノ
下

柳
田

大
田
切

※
「
本
村
（
ほ
ん
む
ら
）
は
一
番
早
く
開
け
た
村
の
中
心
、
後
谷
（
う
し
ろ
や
）
は
集
落
の
後

ろ
の
低
地
、
野
尻
（
の
じ
り
）
は
野
原
の
は
ず
れ
、
木
ノ
下
は
大
き
な
木
の
あ
る
処
、
柳
田

（
や
な
ぎ
だ
）
は
堀
沿
い
に
柳
の
木
が
生
え
て
い
る
処
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
」（「
ふ
る
さ
と
蒲
生
の
歴
史
も
の
が
た
り[

上]

」
一
四
頁)

元
荒
川

も
と
あ
ら
か
わ

附
つ
け
た
り

、
瓦
曽
根
溜
井

溜
井
は
別
に
設
け
し
に
は
あ
ら
ず
、
元
荒
川
の

流
な
が
れ

左
右
を
村
内
に
て
穿う

が

ち
濶ひ

ろ

げ
、
幅
八
十
間
程
、
長
さ
六
百
八
十
間
、
其
中
に
堰
を
設
け
て
水
の
差
引

さ
し
ひ
き

を
な
す
、
堰
よ
り
下

は
、
又ま

た

元
荒
川
の

流
り
ゅ
う

末ま
つ

延
亘

の
べ
わ
た

し
、
後
穿う

が

ち
濶ひ

ろ

げ
た
る
所
は
溜
井
の
さ
ま
な
れ
ば
瓦
曽
根
溜
井
と
唱

へえ

、
人
の
知
る
所
な
り
、
こ
れ

即
す
な
わ
ち

八
条
・
谷や

古
田

こ

た

・
淵
江

ふ

ち

え

・
西
葛
西

か

さ

い

四
ケ
領
の
用
水
に
し
て
、
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岩
槻
・
越
谷
・
新
方

に
い
が
た

・
三
ケ
領
の
悪
水
を
も
此こ

れ

に
落
せ
り
、
依よ

り

て
七
ケ
領
組
合

く

み

あ

へえ

り
、
此こ

の

用
水
は

万
治
四
年
（
一
六
六
一
）
成
り
て
、
本
所

ほ
ん
じ
ょ

上

水

じ
ょ
う
す
い

及
び
八
条
領
用
水
と
な
り
し
が
、
後の

ち

、
本
所
上
水

や
み
て
よ
り
、
八
条
領
の
み
用
水
な
り
し
を
、
享
保
三
年
（
一
七
一
八
）、
伊
奈
半
左
衛
門
・
石
川

伝
兵
衛
等
奉
り
て
、
葛
西
用
水
疏そ

鑿さ
く

（
水
路
の
開
削
の
意
か
）
の
時
、
古
利
根
川
の
水
を
増
林
村
に

て
せ
き
分わ

け

、
此こ

の

溜
井
の
助
水
と
な
し
、
今
の
如ご

と

く
四
ヶ
領
の
用
水
と
な
せ
り
、
猶
、
増
林
村
の
条
合あ

わ

せ
見み

る
べ
し
、

〇
河
岸
場

か

し

ば

元
荒
川
に
あ
り
、
安
永
四
年
（
一
七
七
二
）
村
民
等
願

上

ね
が
い
あ
げ

て
、
運

上

う
ん
じ
ょ
う

の
河
岸
場
と

な
せ
り
、
こ
ゝ
よ
り
江
戸
ま
で
船
路

ふ

な

じ

九
里

く

り

余
あ
ま
り

、

稲
荷
社

い
な
り
し
ゃ

村
の
鎮
守

ち
ん
じ
ゅ

な
り
、

照
し
ょ
う

蓮
院

れ
ん
い
ん

の
持も

ち

、

末
社

ま
っ
し
ゃ

水
神

す
い
じ
ん

疱
瘡

ほ
う
そ
う

神が
み

○
弁
天
社

べ
ん
て
ん
し
ゃ

同
寺
（
照
蓮
院
）
の
持も

ち

な
り
、

※
弁
天
社
は
、
日
光
街
道
の
西
側
の
瓦
曽
根
二
丁
目
十
九
番
地
の
北
西
隅
に
あ
る
。

○
天て

ん

神じ
ん

社し
ゃ

最
勝
院

さ
い
し
ょ
う
い
ん

の
持も

ち

、

※
「
『
日
光
道
中
分
間
延
絵
図
』
に
は
最
勝
院
（
観
音
堂
跡
地
）
の
南
の
方
に
記
さ
れ
て
い

る
が
跡
地
の
確
認
は
で
き
て
い
な
い
。
」（「
ふ
る
さ
と
蒲
生
の
歴
史
も
の
が
た
り[

上]

」
三
四
頁)

照
し
ょ
う

蓮
院

れ
ん
い
ん

新
義
真
言
宗
、
葛
飾
郡
金か

な

町ま
ち

村
金こ

ん

蓮
院

れ
ん
い
ん

の
末
、
慈じ

氏
山

し

ざ

ん

徳と
く

満
寺

ま

ん

じ

と
号
す
、
御
朱
印

ご
し
ゅ
い
ん

五
石こ

く

は
、
天て

ん

正
し
ょ
う

十
九
年
（
一
五
九
一
）
よ
り
賜た

ま

はわ

れ
り
、
本
尊
弥
勒

み

ろ

く

を
安あ

ん

ず
（
安
置
す
る
）、

鐘
楼

寛か
ん

延え
ん

二
年

（
一
七
四
九
）
鋳
造
の
鐘
を
か
（
懸
）
く
、
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大
師

だ

い

し

堂

※
「『
瓦
曽
根
村
地
誌
』
に
よ
る
と
、
当
院
の
創
立
年
暦
は
不
詳
で
あ
る
が
、
賢
秀
法
印
が
天
正
十

年
（
一
五
八
二
）
再
建
と
伝
え
て
い
る
。
」（「
ふ
る
さ
と
蒲
生
の
歴
史
も
の
が
た
り[

上]

」
二
一
頁)

○
最
勝
院

さ
い
し
ょ
う
い
ん

前
寺

ぜ

ん

じ

（
照
蓮
院
）
の
末ま

つ

な
り
、
本
尊
正
観
音

し
ょ
う
か
ん
の
ん

を
安
ぜ
り
、

○
大
龍
院

羽
黒
行

人

ぎ
ょ
う
に
ん

派
の
修
験
に
て
、
江
戸
日
本
橋
仙
寿
院
の
配
下
、
本
尊
は
不
動

ふ

ど

う

を
安
置

せ
り
、

○
宝
珠
院

ほ
う
じ
ゅ
い
ん

当
山

と
う
ざ
ん

修
験
、
下
総
国
葛
飾
郡
築
比
地

つ

い

ひ

じ

村
城
宝
院
配
下
、
是こ

れ

も
不
動
を
本
尊
と
せ
り
、

○
観
音
堂

か
ん
の
ん
ど
う

最
勝
院

さ
い
し
ょ
う
い
ん

の
持も

ち

、

正
し
ょ
う

観
音
を
安あ

ん

ず
（
安
置
す
る
）、

※
現
在
の
照
蓮
院
の
駐
車
場
に
は
、
さ
く
ら
幼
稚
園
の
園
庭
側
そ
ば
よ
り
昭
和
三
十
年

代
ま
で
南
向
き
の
最
勝
院
の
建
物
が
あ
り
、
さ
ら
に
南
に
は
日
光
街
道
側
に
向
い
て

い
た
西
向
き
の
成
田
山
不
動
堂
、
南
隅
に
は
同
じ
西
向
き
の
観
音
堂
が
あ
っ
た
。
観
音

堂
そ
ば
で
は
最
勝
院
奉
納
相
撲
が
行
わ
れ
て
い
た
。
最
勝
院
の
本
尊
は
瓦
曽
根
公
会

堂
に
、
観
音
堂
の
本
尊
は
照
蓮
院
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
成
田
山
不
動
堂
が
あ
っ
た
所
が
廃
仏
毀
釈
で
廃
寺
と
な
っ
た
真
言
宗
醍
醐
派

に
属
す
る
当
山
派
宝
珠
院
跡
地
か
。
大
龍
院
と
い
う
可
能
性
も
捨
て
き
れ
な
い
。

旧
家

き
ゅ
う
か

者し
ゃ

彦ひ
こ

左ざ

衛
門

え

も

ん

代
々
名
主
を
勤
む
、
中
村
彦
左
衛
門
一
栄
が
子
孫
に
し
て
、
先
祖
一
栄
東
照
宮
よ
り

賜
た
ま
わ

り
し
由よ

し

、
信の

ぶ

国く
に

の
短
刀
を
蔵ぞ

う

せ
り
、
按あ

ん

に
「
家い

え

忠た
だ

日
記
」（
松
平
家
忠
の
日
記
）、
慶
長
五
年
（
一
六

〇
〇
）
六
月

廿
に
じ
ゅ
う

六
日
、
沼
津
城
に
於お

い

て
、
中
村
彦
左
衛
門

尉
の
じ
ょ
う

、

饗
き
ょ
う

膳ぜ
ん

を
献け

ん

ず
、
大
久
保
相
模

さ

が

み

守
の
か
み

忠
隣

た
だ
ち
か

・
本
多
佐さ

渡
守

ど
の
か
み

正
信
等
、
此こ

の

駅
（
沼
津

ぬ

ま

づ

宿
じ
ゅ
く

）
に
迎
へえ

奉
た
て
ま
つ
り

て
大
神

だ
い
し
ん

君く
ん

（
家
康
）
に
謁え

つ

す
、

此こ
の

日ひ

三
嶋
に
着
御

ち
ゃ
く
ご

と
あ
り
、
此
時
、
信
国
の
太
刀
を
賜
ひい

し
に
や
、
又
、【
武
徳
編
年
集
】
に
は
、

慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
六
月
二
十
六
日
、
中
村
式
部

し
き
ぶ
の

少
輔

し
ょ
う
ふ

一
氏
が
弟
、
彦
左
衛
門
一
栄
が
沼
津
の

城
に
入
、
御
昼

飯

ち
ゅ
う
は
ん

を
献け

ん

ず
、

則
す
な
わ
ち

、
信
国
の
脇
差
を
与
へえ

ら
る
云
々

う
ん
ぬ
ん

と
あ
り
、
慶
長
六
年
は
恐
ら

く
は
慶
長
五
な
る
べ
く
、
短
刀
を
蔵ぞ

う

す
る
こ
と

及
お
よ
び

家
に

伝
つ
た
わ

る
所
、
且か

つ

、
記
録
に
載の

せ

た
る
所
事
蹟

じ

せ

き

は
、
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相あ
い

類
し
た
れ
ど
外ほ

か

に

證
あ
か
し

と
す
べ
き
こ
と
は
な
く
、
し
か
の
み
な
ら
ず
、
中
村
を
氏う

じ

と
す
る
も
の
も

此こ
の

の
み
に

非
あ
ら
ざ

れ
ば
、
い
か
が
は
あ
ら
ん
、
兎と

に
角か

く

、
系
譜
を
伝
へえ

ざ
れ
ば
、
定
か
な
る
こ
と
を
知

ら
ず
、
今
の
彦
左
衛
門
よ
り
七
世
の
祖
、
茂も

左ざ

衛
門

え

も

ん

の
時
、
当
村
に
土
着
せ
る
由
、
今
の
彦
左
衛
門
、

越
谷
餅
米
買
上

か
い
あ
げ

の
御
用
を
勤
め
、
其そ

の

事
に
力
を
尽
せ
し
か
ば
、
天
明
年
中
（
一
七
八
一
～
八
八
）、

帯
刀

た
い
と
う

は
其そ

の

身
一
代
、
苗
字
は
永
く
御
免
、
且か

つ

、
月
俸

げ
っ
ぽ
う

一
口

ひ
と
く
ち

を
た
ま
ひい

し
に
、
其そ

の

後
も
彼か

の

御
用
怠
ら
ざ

り
し
か
ば
、
寛
政
年
中
（
一
七
八
九
～
一
八
〇
〇
）
五
口

い
つ
く
ち

を
増
し
賜
り
し
よ
り
、
祖
父
彦
左
衛
門
も

奇
特

き

と

く

の
所
業
さ
ま
ざ
ま
あ
り
し
と
云い

う

、

◎
蒲
生
の
「
堂
沼
」
は
、
江
戸
時
代
初
期
は
「
堂
の
間
」
と
呼
ば
れ
た
？

な
お
、
中
野
孝
氏
に
よ
る
と
、
堂
沼
は
他
村
よ
り
「
ど
の
ま
」
と
な
ぜ
か
呼
ば
れ
た
と
い
う
。

蒲生の堂沼の「寮」にある庚申塔

「蒲生村堂間」と読める文字がみられる


